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実施内容 

（１）研修体制の概要 

「静岡県教育振興基本計画」に基づき、外国語教育のより一層の充実を図るため、「英語教育

改善プラン推進委員会」を設置し、英語教育推進リーダー、外部専門機関、外部人材等を活用す

ることにより、児童生徒一人一人の英語によるコミュニケーションを図る資質・能力の育成に向

けた研修体制を以下のように構築し、児童生徒の学びに向かう力を伸ばす教育を推進する。 

 

 

 

 

（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

１ 求められる英語力を有する英語担当教員の割合 

 中学校 高等学校 

2018 年度 達成値 32％ 69％ 

2019 年度 達成値 37％ 71％ 

2020 年度 目標値 38％ 75％ 

2021 年度 目標値 41％ 75％ 

2022 年度 目標値 44％ 80％ 

【中学校】達成値は徐々に増加している。今後も英語担当教員の意識改善が必要であり、引き続

き、外部検定試験を盛り込んだ研修や英語教育推進リーダーによるモデル授業の参観等を通して、

英語力向上に向けた意識を高めていく。また、教員採用試験において英語に関する資格等の所有

者に加点制度を実施する。 

【高等学校】達成値は徐々に増加している。英語担当教員の英語力の向上を促すために、各種研

修において、英語指導法について英語を通して学ぶことのできる講義・演習を設定することによ

り、授業力のみでなく英語力を向上させることの意識付けを行う。 
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２ 求められる英語力を有する生徒の割合 

 中学校 高等学校 

2018 年度 達成値 40％ 43％ 

2019 年度 達成値 38％ 46％ 

2020 年度 目標値 45％ 50％ 

2021 年度 目標値 48％ 50％ 

2022 年度 目標値 50％ 55％ 

【中学校】「CEFR A1 レベル相当以上を取得している生徒数」が増加したものの、「CEFR A１レ

ベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒数」が大きく減少した。教員が生徒の英語力を適

切に評価できていない可能性も考えられるため、パフォーマンス評価に関する研修を実施し、教

員が生徒の英語力を評価する際の精度を高める。 

【高等学校】CEFR A2 レベルの英語力を有する生徒の割合は年々増加している。生徒の英語力に

ついて、CEFR を踏まえた CAN-DO リストの作成に加え、パフォーマンス評価による CEFR の達成率

の提出をパフォーマンス評価実践事例とともに全ての高校に求め、その分析結果を各校へフィー

ドバックしている。これにより、生徒に求めたい英語力への理解が進んできているため、引き続

き外部専門機関等と連携し、より詳細な分析結果を報告することにより、生徒の英語力をより適

切に把握するパフォーマンス評価及び課題の設定を促す。 

 

３ (1) 学習到達目標の整備状況（設定） 

 小学校 中学校 高等学校 

2018 年度 達成値  100％ 100％ 

2019 年度 達成値  99％ 100％ 

2020 年度 目標値 10％ 100％ 100％ 

2021 年度 目標値 20％ 100％ 100％ 

2022 年度 目標値   30％ 100％ 100％ 

 

(2) 学習到達目標の整備状況（公表） 

 小学校 中学校 高等学校 

2018 年度 達成値  15％ 35％ 

2019 年度 達成値  19％ 43％ 

2020 年度 目標値 5％ 25％ 100％ 

2021 年度 目標値 10％ 30％ 100％ 

2022 年度 目標値 15％ 35％ 100％ 

 

(3) 学習到達目標の整備状況（達成状況の把握） 

 小学校 中学校 高等学校 

2018 年度 達成値  48％ 62％ 

2019 年度 達成値  41％ 71％ 

2020 年度 目標値 5％ 60％ 100％ 

2021 年度 目標値 10％ 70％ 100％ 

2022 年度 目標値 15％ 80％ 100％ 

【中学校】新学習指導要領の実施に向けて、CAN-DO リストを見直す必要がある。学習評価に適切

に活用できる CAN-DO リストの作成を目指し、研修を実施する。2021 年度には全ての中学校に新

たな CAN-DO リストの作成・提出を求める。 

【高等学校】３年前に CAN-DO リストの県の様式を見直し、４技能５領域において CEFR に基づい

た学習段階を設定し、４技能５領域において言語活動を具体的に記載する等、段階的にその内容

の充実を図ってきた。その結果、公表及びパフォーマンス評価による達成状況の把握の割合が増

えている。引き続き、全校に CAN-DO リストの改善及び提出を求めていく。 
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４ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合 

 中学校 高等学校 

2018 年度 達成値 79％ 50％ 

2019 年度 達成値 81％ 63％ 

2020 年度 目標値 85％ 65％ 

2021 年度 目標値 90％ 75％ 

2022 年度 目標値 90％ 75％ 

【中学校】毎年割合が伸びており、言語活動を通して４技能５領域をバランスよく育成しようと

する教員の意識がうかがえる。引き続き、新学習指導要領で求められる授業改善に向けて、学校

訪問や各種研修会等で繰り返し伝えるとともに、事例紹介等も行っていく。 

【高等学校】各種研修において、新学習指導要領を踏まえ、複数の領域を結び付けた統合的な言

語活動が重要であることを繰り返し伝えている。発信力強化のための研修や英語教育推進リーダ

ーによる公開授業等において、好事例を紹介することにより、活動の具体が周知され、生徒の英

語による言語活動の割合が増えている。今後は、学習評価の充実と関連づけた授業改善の在り方

を示しながら、授業改善を図っていく。 

 

５ (1) パフォーマンステストの実施状況【中学校】 

 スピーキング ライティング 

2018 年度 達成値 3 回 3 回 

2019 年度 達成値 4 回 3 回 

2020 年度 目標値 4 回 3 回 

2021 年度 目標値 4 回 4 回 

2022 年度 目標値 4 回 4 回 

 

(2) パフォーマンステストの実施状況【高等学校】 

コミュニケーション英語Ⅰ 

 スピーキング ライティング 

2019 年度 達成値 3 回 3.1 回 

2020 年度 目標値 4 回 4 回 

 

コミュニケーション英語Ⅱ 

 スピーキング ライティング 

2019 年度 達成値 2.7 回 3.1 回 

2020 年度 目標値 4 回 4 回 

 

コミュニケーション英語Ⅲ 

 スピーキング ライティング 

2019 年度 達成値 2.3 回 2.6 回 

2020 年度 目標値 4 回 4 回 

 

英語表現Ⅰ 

 スピーキング ライティング 

2019 年度 達成値 3.2 回 2.8 回 

2020 年度 目標値 4 回 4 回 
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英語表現Ⅱ 

 スピーキング ライティング 

2019 年度 達成値 2.9 回 3.1 回 

2020 年度 目標値 4 回 4 回 

【中学校】学期に１回程度のパフォーマンステストが実施されていることが達成値から読み取れ

る。全国学力・学習状況調査の問題を活用した研修の効果も考えられる。評価に関する研修を通

して、多面的・多角的な評価方法を用いることに対する教員の意識改善を図る。 

【高等学校】各学校で実施したパフォーマンステスト（「話すこと」「書くこと」）の実践事例

（評価活動、ルーブリック、生徒の解答例）を回収して３年目となる。文部科学省委託事業「中

学校・高等学校における英語教育の抜本的改善のための指導方法等に関する実証研究」において、

回収したパフォーマンステストの分析を静岡大学に依頼し、改善点などをフィードバックすると

ともに、好事例の紹介を行っている。どの科目においても各学期１回（年３回）程度のパフォー

マンステストを行うことが平均的となっている。 

 

６ 英語担当教員の授業における英語使用状況 

 中学校 高等学校 

2018 年度 達成値 78％ 51％ 

2019 年度 達成値 81％ 61％ 

2020 年度 目標値 84％ 100％ 

2021 年度 目標値 88％ 100％ 

2022 年度 目標値 90％ 100％ 

【中学校】割合は増加傾向である。英語教育推進リーダーによる研修実習や研修協力校における

公開授業研修会により、教員の意識が高まっていると考える。新学習指導要領で求められる授業

改善に向けて、多くの教員がモデル授業から学ぶ場を設定する。 

【高等学校】公開授業を複数設定し、英語で行う授業モデルの共有を継続してきた結果、割合が

増加している。生徒の豊富な英語使用を促し、英語による言語活動を行うことを授業の中心とす

ることができるよう、各種研修において、教師の英語使用の好事例を記録した動画等を活用しな

がら、授業における英語使用について質的改善を促していく。 

 

７ 研修実施回数、研修受講者の人数 

 小学校 中学校 高等学校 

2018 年度 達成値 37 回 1332 人 35 回 744 人 49 回 1196 人 

2019 年度 達成値 32 回 1866 人 31 回 873 人 34 回  818 人 

2020 年度 目標値 20 回 1000 人 25 回 550 人 40 回 1000 人 

2021 年度 目標値 20 回 1000 人 25 回 550 人 40 回 1000 人 

2022 年度 目標値 20 回 1000 人 25 回 550 人 40 回 1000 人 

【小・中学校】研修受講者数は年々増加しており、特に研修協力校における公開授業研修会には

多くの教員が参加した。また、各研修会のアンケート結果から、受講者の意欲の高さが読み取れ

た。引き続き、研修内容の充実を図り、求められている授業改善の方向性について共通理解を図

るとともに、教員一人一人の指導力向上に向けた実践につなげていく。 

【高等学校】英語教育推進リーダーによる研修が終了した。教員の働き方改革の視点から、研修

実施回数を増やすのではなく、研修体系の見直しと研修の精選を行い、授業動画の活用等、効率

の良い研修を行う。また、外国語指導助手（ＡＬＴ）の資質・能力を向上させるための研修やパ

フォーマンス評価の改善など、急務となっている課題についての研修を重点的に行う。 
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８ 新規採用者に占める一定の英語力を有する者の割合  

 小学校 

2020 年度 目標値 25％（ 70 人） 

2021 年度 目標値 30％（ 80 人） 

2022 年度 目標値 35％（ 85 人） 

2023 年度 目標値 40％（ 95 人） 

2024 年度 目標値 45％（105 人） 

2025 年度 目標値 50％（115 人） 

  ※作成時点での目標値であり、定年延長等の条件を加味していない。 

静岡県では教員採用試験受験者のうち、中学校英語免許取得（取得見込み）者又は、英語に関

する資格等の所有者に対し、加点制度を取り入れている。加点制度を希望する受験者は年々増加

しており、新規採用者に占める一定の英語力を有する者の割合が、2018 年度採用者は 11％、2019

年度は 18％となった。今後は受験者の状況を考慮しながら、加点する点数の見直しや選考方法の

検討・改善を図り、英語力を有する人材の確保に向けて取り組んでいく。 

 

 

（３）研修の体系と内容の具体 

【研修の体系】（2020 年度～2022 年度） 

目標管理における本県の英語教育の状況を踏まえ、新学習指導要領改訂の趣旨及び要点に基づ

き、英語教育の改善に資する研修を５つに分類し、英語教育推進リーダー、外部専門機関や外部

人材等を活用しながら体系的に計画・実施する。また、小・中・高等学校の外国語担当指導主事

を中心に組織される「英語教育改善プラン推進委員会」を設置し、より良い研修の在り方や普及

に向けた検討を積み重ねる。 

一方、働き方改革の視点から、研修内容の重点化と効率化を図る。具体的には、小・中学校が

先行して取り組む観点別学習状況の評価と高等学校が取り組む英語で行う授業実践を、相互に共

有することにより、学校種間の接続を進めるとともに、それぞれが持つ課題の解決を目指す。ま

た、新学習指導要領の円滑な実施に向けて、CAN-DO リストの活用及びパフォーマンス評価による

達成状況の把握等、急務となっている課題に関する研修を重点的に行う。これらの取組を、デー

タベース化も含め、効率的かつ効果的に普及し、広く英語教育改善への意識改革を促す。 

 

１ 小・中・高連携強化に資する研修 

 

 

 

 

２ 新学習指導要領における指導及び評価力向上に資する研修 

 

 

 

 

 

 

３ 外国語指導助手（ＡＬＴ）の指導力向上に資する研修 

 

 

 

 

 

(1) 児童生徒の発信力強化のための英語指導力向上事業 

(2) 英語ブラッシュアップセミナー 

(3) 英語教員のための魅力ある授業づくり研修 

(1) 外国語教育推進教員養成研修（新規） 

(2) 小学校英語指導力向上研修（新規） 

(3) 中核教員のための英語力向上研修 

(4) 「主体的・対話的で深い学び」の視点による英語授業改善研修（新規） 

(5) パフォーマンス評価の質的改善のための研修 

(1) 静岡県外国語指導講師の指導力向上研修 

(2) ＡＬＴ資質向上研修 

(3) ＡＬＴ授業改善サポート研修（新規） 
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４ 新学習指導要領の周知徹底に資する研修 

 

 

 

５ 教育の質的保障に資する研修 

  

 

 

 

 

 

【研修内容の具体】（2020 年度） 

１ 小・中・高連携強化に資する研修 

(1) 児童生徒の発信力強化のための英語指導力向上事業 

対 象 者 小学校教員、中学校・高等学校及び特別支援学校英語担当教員 

目  的 

小・中・高等学校の各段階で研修協力校を設定し、小・中・高等学校の連

携について研究を進めるとともに、教員の英語指導力向上のための取組の

充実を図る。 

内 容 

運営協議会、校内授業研修会、連携推進委員会、公開授業研修会、地域で

育成を図る資質・能力の明確化、小・中・高等学校がつながる CAN-DO リス

トの作成、観点別評価の在り方についての研修 

受講予定者数 300 人 

研修協力 校 

県内２地区６校（予定） 

【伊豆の国地区】 

伊豆の国市立大仁北小学校、伊豆の国市立大仁中学校、近隣高等学校 

【焼津地区】 

焼津市立豊田小学校、焼津市立豊田中学校、近隣高等学校 

外部専門機関等 

外部専門機関からの指導・助言を得る。※所属役職は令和 2年 3月末のもの 

大阪成蹊大学 教育学部 准教授 赤沢 真世 氏 

常葉大学 外国語学部 准教授 柴田 里実 氏 

朝日大学 法学部 准教授 亀谷 みゆき 氏 

敬愛大学 国際学部 教授 向後 秀明 氏 

静岡大学 教育学部 准教授 亘理 陽一 氏 

評 価 方 法 事業アンケート（定量的、定性的データ）、公開授業参加者アンケート 

備    考 

２つの教育事務所管内にある市町教育委員会33地区のうち各１地区を指定

し、各地区にある小・中・高等学校から研修協力校をそれぞれ１校指定す

る。研修内容の継続性、発展性及び普及率を高めつつ、地区は年度更新に

て２年ごとに変更する。 

 

(2) 英語ブラッシュアップセミナー 

対 象 者 小学校教員、中学校・高等学校及び特別支援学校英語担当教員 

目  的 

英語によるコミュニケーション活動を通じて、グローバル市民としての視

点を養いつつ、基礎・向上期及び充実・発展期の教員に求められる英語力

及び授業力の向上を図る。 

内 容 
英語の４技能５領域を統合した言語活動体験、論理的思考力・批判的思考

力の育成をねらいとした言語活動体験、自校での活用に関する協議 

受講予定者数 24 人 

評 価 方 法 研修アンケート（目標達成度及び自由記述） 

静岡県高等学校教育課程説明会 

(1) 経年研修（小・中）（①初任者研修（小）、②初任者研修（中）、③６年次研修、④中堅教諭等資質向上研修） 

(2) 小・中学校指導主事訪問 

(3) 経年研修（高）（①１・２年次初期、②６年次研修、③中堅教諭等資質向上研修） 

(4) 高等学校定期訪問 

(5) 静岡県高等学校英語教育研究会との合同研修（授業研究協議会） 
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(3) 英語教員のための魅力ある授業づくり研修 

対 象 者 中学校、高等学校及び特別支援学校英語担当教員 

目  的 

新学習指導要領における外国語の教科指導の在り方について理解すること

により、基礎・向上期及び充実・発展期の教員に求められる授業力、英語

の４技能５領域の総合的な育成を目指した授業づくり、その他の資質向上

を図る。 

内 容 

講演講師による講義・演習 

「心に響く発信力育成の授業づくり～コミュニケーションを図る資質・能

力の育成～」 

受講予定者数 28 人 

外部専門機関等 外部専門機関より講師を招請する。朝日大学 准教授 亀谷 みゆき 氏 

評 価 方 法 研修アンケート（目標達成度及び自由記述） 

 

２ 新学習指導要領における指導及び評価力向上に資する研修 

【小・中学校】 

(1) 外国語教育推進教員養成研修（新規） 

対 象 者 ＬＥＴＳ認定候補者、中学校英語担当教員 

目  的 
小学校における外国語教育の早期化･教科化に対応し、各校における外国語

教育推進者となりうる教員の育成及び小中連携の一層の促進を図る。 

内 容 県教育委員会指導主事等による講義・演習 

受講予定者数 500 人 

評 価 方 法 研修アンケート（目標達成度及び自由記述） 

備    考 

＊ＬＥＴＳ認定…豊かな英語指導力がある小学校教員に対し、「ＬＥＴＳ

（License for Elementary English Teaching in Shizuoka)」という県独

自の指導資格の認定を進めている。英語免許保有教員やＬＥＴＳ認定教員

が各小学校の外国語教育推進教員として、各校の指導体制の充実を図る。 

 

(2) 小学校英語指導力向上研修 

対 象 者 小学校、中学校、特別支援学校教員 

目  的 
小学校外国語教育の充実に向けた教科指導の在り方についての研修を通し

て、教員に求められる授業力、その他の資質能力の向上を図る。 

内 容 

文部科学省視学官による講義 

「小学校外国語活動・外国語科における授業及び評価の視点」（仮） 

演習「単元構想及び評価についての演習」（予定） 

受講予定者数 １回 50 人×２回 

評 価 方 法 研修アンケート（目標達成度及び自由記述） 

 

(3) 中核教員のための英語力向上研修（新規） 

対 象 者 学校において中核的な立場にある小学校外国語教育担当教員、中学校英語

担当教員 

目  的 

新学習指導要領における外国語指導力を高めるとともに、指導者としての

英語力向上に向けた意識改善を図る。また、外部検定試験の受験を通して、

自身の英語力を確認するとともに、英語力向上に向けた継続的な学習の契

機とする。 

内 容 
・英語教育推進リーダーによる公開授業の参観と協議 

・外部検定試験の受験と振り返り 

受講予定者数 80 人 

評 価 方 法 研修アンケート（目標達成度及び自由記述） 
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【高等学校】 

(4) 「主体的・対話的で深い学び」の視点による英語授業改善研修（新規） 

対 象 者 高等学校英語担当教員 

目  的 

新学習指導要領における、生徒の資質・能力の育成を目指す「主体的・対

話的で深い学び」の実現に向けた授業改善と学習評価についての理解と実

践化を促進する。 

内 容 

「主体的・対話的で深い学び」を実現するために静岡県が定める「授業設

計診断４項目」に基づく授業改善、年間指導計画及の見直し、新学習指導

要領の実施を見据えた指導案の改善、ICT の効果的な活用 等 

受講予定者数 10 人 

研修協力校 県立高等学校１校 

外部専門機関等 
外部専門機関（大学）からの指導・助言 

敬愛大学 国際学部 教授 向後 秀明 氏 

評 価 方 法 アンケート調査（定量的、定性的データ）、ビデオ記録及び分析 

 

(5) パフォーマンス評価の質的改善のための研修 

対 象 者 高等学校及び特別支援学校英語担当教員 

目  的 

「CAN-DO リスト」形式による学習到達目標の達成状況を把握するためのパ

フォーマンス評価を分析し、指導と評価に係る知識と技能を得ることによ

り、生徒の英語によるコミュニケーションを図る資質・能力を育成するた

めの教員の評価力の向上を図る。 

内 容 

全ての公立高等学校（88校）で実施した CAN-DO リストにおける CEFR A2 レ

ベル「話すこと」（［やり取り］［発表］）の達成状況を把握するための

パフォーマンス評価（ルーブリック、生徒の音声画像データ）の回収及び

分析、評価の信頼性、妥当性、効率性等の向上についての講義、評価分析

結果に基づいた授業改善についての講義・演習 等 

受講予定者数 140 人 

研修協力校 データ提供校：全ての公立高等学校（88 校） 

外部専門機関等 中央大学理工学部 准教授 福田 純也 氏 

評 価 方 法 外部専門機関による評価 

備    考 

文部科学省委託事業「中学校・高等学校における英語教育の抜本的改善の

ための指導方法等に関する実証研究」において平成 29年度より３年間取り

組んできた全公立高等学校のパフォーマンス評価の分析・データベース化

を継続及び発展させることにより、本県の喫緊の課題である指導とパフォ

ーマンス評価の一体的な改善についての進展を図る。 
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３ 外国語指導助手（ＡＬＴ)の指導力向上に資する研修 

【小・中・高等学校】 

(1) 外国語指導講師の指導力向上研修（SDC: Skills Development Conference） 

対 象 者 
ＪＥＴプログラムにより招致されている外国語指導講師（ＡＬＴ）、ＡＬ

Ｔと同数程度の小中学校・高等学校の外国語担当教諭 

目  的 

ＡＬＴに効果的な語学指導を行うために必要な知識、指導技術等を習得さ

せるとともに、外国語担当教諭等と外国語教育に関する諸問題について研

究協議を行い、もって本県の外国語教育の充実に資する。 

内 容 

21 世紀型能力の育成を目指した授業づくり（タスクと評価の在り方）につ

いての講義・演習、ＡＬＴ及び日本人外国語担当教員（ＪＴＥ）のコラボ

レーションによる４技能５領域の育成を目指した授業実践発表、授業アイ

ディアバザー 等 

受講予定者数 ＡＬＴ162 人、ＪＴＥ96人 （×２日） 

評 価 方 法  研修アンケート（定量的、定性的データ） 

備    考 ３(3)「ＡＬＴ授業づくりサポート研修」との関連付けを図る。 

 

【小・中学校】 

(2) ＡＬＴ資質向上研修 

対 象 者 市町教育委員会所属のＡＬＴ（外国語指導助手）等 

目  的 

文部科学省から出される情報を英語で提供することで、日本の小・中学校

の外国語教育を深く理解する機会とする。また、実践研修を通して資質及

び指導力の向上を図る。 

内 容 委託業者による講義・演習（年２回実施） 

受講予定者数 100 人 

評 価 方 法 研修アンケート（目標達成度及び自由記述） 

 

【高等学校】 

(3) ＡＬＴ授業改善サポート研修（新規） 

対 象 者 公立高等学校（88校）に所属する全てのＡＬＴ 

目  的 

ティーム・ティーチング等の英語授業力に優れたＡＬＴの授業を相互に公

開・参観し、指導方法等について研究協議を行うことにより、ＡＬＴの授

業力の向上と各学校における授業改善の推進を図る。 

内 容 
英語授業力に優れたＡＬＴのティーム・ティーチングによる研究授業、研

究協議、英語教育推進リーダー（JTE）による助言 等 

受講予定者数 90 人 

研修協力校 県内 7地区、各地区１校（計 7校） 

外部専門機関等 英語教育推進リーダー（企画・指導・助言者） 

評 価 方 法 研修アンケート（定量的、定性的データ）、ビデオ記録及び分析 

備    考 
英語教育推進リーダーを委員とする実施委員会が企画・運営を担う。 

３(1)「外国語指導講師の指導力向上研修」との接続を図る。 
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４ 新学習指導要領の周知徹底に資する研修 

【高等学校】 

高等学校教育課程説明会（悉皆） 

対 象 者 高等学校及び特別支援学校英語担当教員 

目  的 
高等学校学習指導要領改訂の趣旨を説明し、各教科等の具体的な内容を周

知・研究することによって、高等学校教育の改善及び充実を図る。 

内 容 
教育課程編成に係る留意事項、外国語科、英語科における改訂の内容、目

標に準拠した指導及びパフォーマンス評価に係る講義・演習 等 

受講予定者数 140 人 

評 価 方 法 参加者アンケート（定量的、定性的データ） 

 

５ 教育の質的保障に資する研修 

【小・中学校】 

(1) 経年研修（①初任者研修（小）、②初任者研修（中）、③６年次研修、④中堅教諭等資質

向上研修）（悉皆） 

対 象 者 ①初任者（小）、②初任者（中）③５年経験者、④10年経験者 

目  的 
教員育成指標におけるキャリアステージに応じて、実践・精査・改善を繰

り返しながら、外国語科の教員として必要な資質・能力を身に付ける。 

内 容 

① 小学校外国語教育について（講義） 

② 学習指導要領、授業構想について（講義・演習） 

  代表者による授業公開及び事後研修 等 

③④ 学習指導要領、授業構想について（講義・演習） 

   自己の授業実践及び振り返りと課題の明確化  

受講予定者数 ①300 人 ②30 人 ③30 人 ④30 人 

評 価 方 法 研修アンケート（定量的、定性的データ） 

 

(2) 小・中学校指導主事訪問 

対 象 者 訪問する学校に所属する全教員 

目  的 
新学習指導要領の趣旨の理解や本県教育理念の周知、校内研修が充実する

ための支援等を通して、教員の授業力及び資質の向上を図る。 

内 容 
全教員による公開授業、中心授業の参観と研究協議、研修主任と指導主事

の協議、指導主事による指導助言 

受講予定者数 訪問校に所属する全教員数 

評 価 方 法 研修アンケート（目標達成度及び自由記述） 

備    考 
外国語担当指導主事が訪問をした学校では、外国語活動や外国語科の授業

を中心に指導を行う。 
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【高等学校】 

(3) 経年研修（①１，２年次初期，②６年次研修, ③中堅教諭等資質向上研修）（悉皆） 

対 象 者 ①初期研修，②６次研修, ③中堅教諭等資質向上研修対象者 

目  的 
教員育成指標におけるキャリアステージに応じて、実践・精査・改善を繰

り返しながら、外国語科の教員として必要な資質・能力を身に付ける。 

内 容 

①授業の基礎技術、学習指導要領の目標及び内容、CAN-DO リストに基づい

た学習指導案の作成方法 等 

②学習指導要領の目標及び内容、CEFR 及び CAN-DO リスト、単元構想の作り

方（スモールタスク、Goal Activity/Task）、観点別評価 等 

③「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善、メンターとして

の助言・指導の視点 等 

受講予定者数 ①30人 ②20 人 ③30 人 

評 価 方 法 研修アンケート（定量的、定性的データ） 

 

(4) 高等学校定期訪問 

対 象 者 訪問校に所属する外国語担当全教員 

目  的 

校内における授業改善や学力向上をねらいとする教科別研修及び教職員全

体の資質向上をねらいとする校内研修会において、総合教育センター指導

主事が指導・助言等を行うことを通して、各学校の教育力の一層の向上に

資することを目的とする。 

内 容 年間指導計画の指導・助言、公開授業、研究授業、教科別研修、ALT 面談 

研修協力校 全課程（年 25校） 

受講予定者数 訪問校に所属する外国語担当全教員数 

評 価 方 法 訪問校校長による評価 

 

(5) 静岡県高等学校英語教育研究会との合同研修（授業研究協議会）（悉皆） 

対 象 者 高等学校及び特別支援学校外国語担当教員 

目  的 

高等学校英語教育における今日的な課題を踏まえ、相互に授業を公開・参

観し、授業形態や指導方法等について研究協議を行うことで、英語担当教

員の授業力の向上と各学校における授業改善の推進を図る。 

内 容 公開授業、研究協議、英語教育推進リーダー及び指導主事による指導講評 

研修協力校 県東部、中部、西部ブロック（年 13 校） 

外部専門機関等 英語教育推進リーダー 

受講予定者数 100 人 

評 価 方 法 研修アンケート（定量的、定性的データ） 
 

 



目標管理書 2020年様式

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
① 75% 69% 75% 71% 75% 75% 80%
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 50% 43% 50% 46% 50% 50% 55%
③ 学習到達目標の整備状況 設定（％） 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

公表（％） 100% 35% 100% 43% 100% 100% 100%
達成状況の把握（％） 100% 62% 100% 71% 100% 100% 100%

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 60% 50% 60% 63% 65% 75% 75%
⑤ パフォーマンステストの実施状況 

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ ３回 3.1回 ４回 3回 ４回 ４回
コミュニケーション英語Ⅱ ３回 3.0回 ４回 2.7回 ４回 ４回 ４回
コミュニケーション英語Ⅲ ３回 2.4回 ４回 2.3回 ４回 ４回 ４回
英語表現Ⅰ ３回 2.9回 ４回 3.2回 ４回 ４回
英語表現Ⅱ ３回 3.3回 ４回 2.9回 ４回 ４回 ４回

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ ３回 3.5回 ４回 3.1回 ４回 ４回
コミュニケーション英語Ⅱ ３回 3.0回 ４回 3.1回 ４回 ４回 ４回
コミュニケーション英語Ⅲ ３回 2.2回 ４回 2.6回 ４回 ４回 ４回
英語表現Ⅰ ３回 2.9回 ４回 2.8回 ４回 ４回
英語表現Ⅱ ３回 3.0回 ４回 3.1回 ４回 ４回 ４回

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ ４回
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ ４回
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ ４回
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ ４回
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 100% 51% 100% 61% 100% 100% 100%
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 50回 49回 50回 34回 40回 40回 40回

研修受講者数 1400人 1196人 1400人 818人 1000人 1000人 1000人

校種 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 35% 32% 35% 37% 38% 41% 44%
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 42% 40% 42% 38% 45% 48% 50%
③ 学習到達目標の整備状況 設定（％） 100% 100% 100% 99% 100% 100% 100%

公表（％） 40% 15% 20% 19% 25% 30% 35%
達成状況の把握（％） 70% 48% 55% 41% 60% 70% 80%

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 85% 79% 82% 81% 85% 90% 90%
⑤ パフォーマンステストの実施状況　 スピーキングテスト（回） ４回 ３回 ３回 4回 4回 ４回 ４回

ライティングテスト（回） ４回 ３回 ３回 ３回 ３回 ４回 ４回
⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 85% 78% 80% 81% 84% 88% 90%
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 25回 35回 35回 31回 25回 25回 25回

研修受講者数 500人 744人 700人 873人 550人 550人 550人

校種 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
① 学習到達目標の整備状況 設定（％） 10% 20% 30%

公表（％） 5% 10% 15%
達成状況の把握（％） 5% 10% 15%

② 小学校教員に対する研修実施回数 25回 37回 30回 32回 20回 20回 20回
③ 研修受講者数 1000人 1332人 1350人 1866人 1000人 1000人 1000人

独自 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
65% 60% 63% 60% 65% 68% 70%
65% 52% 55% 54% 58% 61% 65%
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